
「第2回⼤淀川⽔系⽔防災意識社会再構築協議会」開催

⼤淀川流域において、市町、県、気象庁、国が連携・協⼒し、減災のための⽬標を
共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、社会全体
で常に災害に備える「⽔防災意識社会」を再構築することを⽬的として、平成２９年
６⽉に設置した「⼤淀川⽔系⽔防災意識社会再構築協議会」の第２回協議会を開催し
ました。
今回の協議会では、⼤淀川流域県管理区間の減災に係る取組⽅針の設定等を⾏いま

した。

議事内容

協議会の出席者開催概要

○ 日時：平成２９年１２月１８日（月）
○ 会場：宮崎河川国道事務所

別館３階会議室

委員の主な発言

• 平成２９年被害状況及びタイムライン・ホッ
トライン活用状況報告

• 水防法改正に伴う規約の改正について
• ⼤淀川流域県管理区間における減災に向けた
取組方針の策定について

• 住⺠が迅速かつ安全に避難できるための避難勧告発令タイミング等に苦慮している。
（流域市町委員）
⇨いざというとき避難してくれるよう、消防団員等の防災リーダーは、⽇常から住⺠とコミュニ
ケーションをとることが重要。また、⾏政は画像を活用するなどして、避難についての情報をわか
りやすく提供することが必要。（杉尾アドバイザー）

• 養成した防災士をもっと活用してほしい。（流域市町委員）
⇨各市町村と連携しながら、防災士が地域で活躍していただけるよう取り組んでいきたい。
（宮崎県危機管理課）
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